















2009 年度の相談学生数は総数 64 名，相談教職




















2010 年 11 月 30 日受付
＊   江戸川大学　人間心理学科准教授
＊＊   江戸川大学　学生相談室主任カウンセラー
＊＊＊   江戸川大学　経営社会学科スポーツビジネス研究所講師
学生相談室における学生支援に関する事例報告

























籍学生数 ×100）の全国平均は，1996 年の 3.6％





2004 年度の全相談事例 315 事例のうち，教職員
との相談が必要であったものが 42 事例（教員 34


























































































































































































































































































































































父親（50 代），母親（50 代），姉（20 代会社員），
R の 4 人暮らし。本人の学生生活を支えるために，
保護者は協力的である。




































たことにより，X 年 12 月に一時中断となった。









時期には，C は R に主治医と話し合うよう伝え，
































































































X 年 10 月～ X ＋ 2 年 4 月（全 61 回）
約１年半にわたる休学中，担当教員と担当カウ





































































2009 年 7 月から，柏市内の A メンタルクリニ
ックと連携することが出来たことは，今後の学生
相談活動にとっても大きな意味を持つ。今後は，
学生の住居に応じて都内等の医療機関と連携をと
れるようにしたい。また統合失調症の急性期や事
例２のように，抑うつ状態がひどく入院を必要と
するケースでは，入院施設のある医療機関との連
携が望まれる。
その他，事例 4 のように身体疾患のある学生に
対しては，健康相談を担当する医療スタッフがい
れば，より充実した相談体制が組めたと考えられ
る。
6‐2．保護者，教職員との連携について
事例 1 は学生本人の希望で両親同伴面接を行
い，卒論の完成，卒業に向けて学科担当教員と連
携したケースである。事例２では母親に対し，担
当カウンセラーから電話や手紙で連絡をとり，自
殺の可能性が高まった時には職員と連携して学内
での声かけ，監視を行ったケースである。事例３
では保護者と学科教員との面接を仲介し，自殺等
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の危機的事態に当たって，父親と担当カウンセラ
ーの間で随時連絡をとったケースである。また心
身の不調に関しては，医務室窓口スタッフが多く
関わったケースである。事例４は学科担当教員に
よる運動療法，食事指導と，担当カウンセラーに
よる心理支援を行ったケースであった。さらに休
学，復学に際し，教員とカウンセラー同席のもと
に両親との面談を行っている。
6‐3．異職種間の連携のために
連携を必要とする事例では，その事例の性質に
よって，学内では担当教員，学科教員，学務課，
安心サポート窓口，キャリアセンター，学外では，
主治医，保護者等との連携が重要である。それぞ
れの立場，見方を持つ者が協働するためには，相
談学生の主体性を重視し，学生の一般的反応の理
解を共有すること，それぞれの立場から継続事例
に関する統一的対応をすることが肝要と考えられ
（宇留田，2003），本学においても勉強会やケース
検討会が今後必要となってくると考えられる。
また，全国動向と同様に，本学においても発達
障害を有する学生の増加に対する支援体制は，ま
だ十分とは言えず今後の課題である。
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（Endnotes）
ｉ　日ごろの学生相談室の活動にあたり，学生相談室の森
美栄子先生，戸島宇一郎先生，学生相談室・医務室窓
口の桃山礼子様，学務課の坂井宏行様にご協力をいた
だいております。ここに記してお礼申し上げます。
ii 　事例に関しては，相談学生個人が特定されないよう，
事例の本質，特に連携の部分以外は，類似の事例を合
わせた大幅な改変を行っています。
